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【 唐松地区 春闘学習会に参加しよう 】 

日  時  2020 年2 月 7 日（金）18：00～19：30 

場  所  唐津市民交流プラザ（大手口センタービル３階） 

      （有料駐車場を利用された場合は、領収証を後日高教組へ送付してください） 

内  容  春闘学習会 

      演題「職場や地域から賃上げのうねりを」 

             講師：原 英彦 氏（全労連 常任幹事） 

  ・参加された方には後日旅費を支払います。 

  ・参加(予定)者の報告を佐高教組までお願いします。 

◎ 

２
月
22
日(

土)

は
第
713
回 

中
央
委
員
会 

お
よ
び 

第
２
回 

人
事
対
策
委
員
会
で
す
。
今
年
度
最
後
の
中
央
委
員
会
で
す
。 

 

３
月
の
春
闘
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
教
職
員
の
働
き
方
は
、
労
働
者

の
権
利
と
し
て
も
、
個
人
の
人
権
と

照
ら
し
て
も
お
か
し
な
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。
な
ぜ
違
法
状
態
が
続
く

の
か
を
学
び
、
問
題
意
識
を
持
ち
、

こ
れ
か
ら
も
「
お
か
し
い
こ
と
を
お

か
し
い
と
言
う
」
、
た
た
か
う
組
合
の

姿
勢
は
ま
す
ま
す
重
要
で
す
。 

 

20
春
闘
の
中
心 

 

全
国
で
「
全
て
の
労
働
者
の
賃
上

げ
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
一
致
し

た
要
求
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
大

企
業
を
中
心
と
し
た
449
兆
円
も
の
内

部
留
保
は
社
会
に
悪
影
響
を
与
え
て

お
り
、
賃
金
も
含
め
て
社
会
に
還
元

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
賃
金
は

企
業
の
支
払
い
能
力
で
は
な
く
、
労

働
者
の
生
活
費
が
賃
金
要
求
の
根
拠

で
あ
る
か
ら
で
す
。
公
務
員
も
同
様

に
、
予
算
で
は
な
く
生
活
費
の
た
め

の
賃
上
げ
が
必
要
で
す
。 

 

佐
賀
県
労
連
が
12
月
に
「
最
低
生

計
費
試
算
調
査
」
の
記
者
発
表
を
行

い
「
地
方
の
生
活
費
が
安
い
と
い
う

事
実
は
無
く
、
最
低
賃
金
の
地
域
格

差
に
統
計
的
な
根
拠
が
見
ら
れ
な
い
」 

 

 

佐賀県高等学校 
 教職員組合 

 〒849-0916 佐賀市高
木瀬町東高木227-1 

発行人 佐賀県  

高等学校教職員組合 
 ℡ 0952-31-7711 
 FAX 0952-31-7713 
 ﾒｰﾙ：sakoukyoso@ 
chime.ocn.ne.jp 

http://sakoukyoso

.s1008.xrea.com/ 

こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 

私
達
の
賃
金
を
勧
告
す
る
の
は
佐

賀
県
人
事
委
員
会
で
す
。
民
間
給
与

動
向
調
査
は
50
人
規
模
以
上
の
386

社
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
大
部
分

は
中
小
企
業
で
す
。
ど
ん
な
大
企
業

よ
り
も
、
多
数
を
占
め
る
中
小
企
業

と
佐
賀
の
最
低
賃
金
が
人
事
委
員
会

の
調
査
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。 

  

春
闘
方
式
と
は
、
１
社
１
社
が
個

別
に
要
求
し
た
た
か
う
の
で
は
な
く
、

労
働
者
全
体
で
官
民
を
こ
え
た
「
社

会
的
賃
金
相
場
」
を
作
り
、
生
活
す

る
に
足
る
賃
金
を
社
会
全
体
で
求
め

て
い
く
こ
と
で
す
。 

 

賃
上
げ
が
社
会
的
な
要
求
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
「
同
一
労
働
同
一
賃

金
」
を
は
じ
め
と
し
た
格
差
や
差
別

を
無
く
す
こ
と
、
今
年
の
春
闘
の
大

き
な
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

☆
全
教
「
総
合
共
済
」

※(

月
々
600
円)

へ
の
加
入
呼
び
か
け 

※
未
組
者
で
も
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
共
済
加
入
を
組
合
加
入
に
つ
な
げ
よ
う
。 

【
今
す
ぐ
加
入
】
組
合
員
の
中
に
、
未
加
入
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

【
ご
確
認
を
！
】
未
加
入
の
方
へ
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
送
付
し
ま
し
た
。   

賃
金
に
つ
い
て 

 

OECD
調
査
で
実
質
賃
金
は
1997
年
を

100
と
し
て
こ
の
20
年
間
で
、
日
本
だ

け
が
90.1
と
低
下
し
て
い
ま
す
。
同
時

に
公
務
員
人
件
費
も
最
低
で
す
。
人

口
1000
人
当
た
り
36.9
人
は
フ
ラ
ン
ス

の
半
分
以
下
で
あ
り
、
非
正
規
職
員

が
公
務
職
場
を
支
え
て
い
る
実
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

２
０
２
０
春
闘 

賃
上
げ
が
必
要
！ 

労
働
条
件
の
改
善

を
目
指
し
て 

ベースアップ 

の要求 

(全員上げ) 

官民を越えて、社会的賃金相場を形成する。 

 地方公務員   民間(50 人規模以上)佐賀 61/386社 

民間給与動向の調査 

(大部分は中小企業) 

(能力給の変動はわずか) 

人事委員会の 

勧告に 

よる給与改定 

応じて 

賃上げ 

国の 

中小企業 

支援策 

春 

闘 

 

全
教
の
調
査
に
よ
る
教
職
員
の
生

活
実
態
で
は
49.2
％
が
実
感
と
し
て

「
苦
し
い
」
と
回
答
し
て
お
り
、
す

べ
て
の
年
代
で
32
％
以
上
、
50
代
で

は
55
％
を
超
え
て
い
ま
す
。 

 

家
計
で
負
担
に
感
じ
て
い
る
上
位

３
つ
は
昨
年
と
同
じ
で
、住
宅
32
％
、

税
金
等
30
％
、
教
育
費
25
％
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
ど
の
く

ら
い
賃
上
げ
が
必
要
な
の
か
で
は
１

万
円
が
27
％
、
２
万
円
19
％
、
３
万

円
19
％
と
続
き
、
全
体
で
「
少
な
く

と
も
１
万
円
以
上
の
賃
上
げ
」
を
求

め
る
要
求
が
90.2
％
に
な
り
ま
し
た
。 

 

同
時
に
「
体
が
も
た
な
い
か
も
し

れ
な
い
不
安
」
に
つ
い
て
、
す
べ
て

の
年
代
で
70
％
以
上
、
全
体
で
76.3
％

の
人
が
感
じ
る
と
回
答
し
ま
し
た
。 

 

教
職
員
に
つ
い
て
も
、
生
活
の
た

め
の
賃
上
げ
と
、
健
康
安
全
の
た
め

の
勤
務
縮
減
は
全
国
的
な
要
求
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

こ
の
20
春
闘
で
「
す
べ
て
の
労
働

者
の
賃
上
げ
を
求
め
る
」
取
り
組
み

に
結
集
し
、
３
月
に
民
間
の
賃
上
げ

勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
後
に
続

け
て
、
文
科
省
の
定
数
改
善
を
求
め

る
運
動
や
佐
賀
県
人
事
委
員
会
・
教

育
委
員
会
へ
の
要
求
に
と
り
く
み
、

労
働
条
件
の
改
善
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。 

 

賃
上
げ
は
全
て
の
労
働
者
に
必
要
！ 
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第
２
回
全
国
代
表
者
会
議 

【
報
告
】 

臨
教
部 

 

12
月
15
日(

土)

、
全
教
会
館
に

て
開
催
さ
れ
た
全
国
代
表
者
会
議

に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
全

国
26
道
府
県
お
よ
び
本
部
か
ら

40
名
で
し
た
。 

こ
の
４
月
よ
り
会
計
年
度
任
用

の
制
度
が
全
国
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
が
、
佐
賀
県
を
含
め
各
地
で
準

備
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。 

臨
任
講
師
の
待
遇
改
善
は
、
全

国
的
に
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し

こ
う
し
た
待
遇
改
善
は
、
人
員
確

保
の
た
め
に
条
件
を
よ
く
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ

不
十
分
で
あ
り
、
遅
き
に
失
し
た

感
も
あ
り
ま
す
。 

い
わ
ゆ
る
「
教
育
に
穴
が
あ
く
」

状
況
は
、
一
向
に
改
善
し
て
い
な

い
の
で
す
。 

 
 

（
臨
教
部
長
） 

◎ 

情
報
共
有
を
密
に
し
て
、
人
事
異
動
対
策
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
意
思
表
示
は
は
っ
き
り
と
！ 

希
望
調
査
票
の
集
計
・
提
出
も
！ 

客観的な証拠として、 

正しく記録すべきです。 

(4 月から厳格化) 

 労働時間は正しく記録すべし！ ～官報第 171 号 

令和 2年 1月 17 日文部科学省告示第 1号（※2020 年 4 月 1 日より適用、関係部分のみ引用） 

第 4 服務監督委員会が講ずべき措置 

 ～略～(2)労働安全衛生法(昭和 47 年法律第 57 号)等においてタイムカードによる記録、電子計算機の使用

時間の記録等の客観的な方法その他の適切な方法による勤務時間の把握が事業者の義務として明確化された

ことを踏まえ(～略～)また、当該計測の結果は公務災害が生じた場合等において重要な記録となることから、

公文書としてその管理及び保存を適切に行うこと。 

第 5 留意事項 

 ～略～(2)虚偽の記録等について 

 教育職員の在校等時間について形式的に上限時間の範囲内とすることが目的化し、授業などの教育課程内

の学校教育活動であって真に必要な活動であるものをおろそかにすることや、実際の時間より短い虚偽の時

間を記録し、又は記録させることがあってはならない。 

 

一
昨
年
は
「
勤
務
時
間
の
把
握
に

務
め
る
こ
と
」
と
通
知
さ
れ
て
い
た

も
の
が
、
客
観
的
な
記
録
と
し
て
重

要
で
あ
る
と
更
新
さ
れ
ま
し
た
。 

 

同
時
に
、
管
理
職
が
実
際
よ
り
短

く
記
録
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
、
公

文
書
を
書
き
換
え
る
こ
と
に
当
た
る

の
で
「
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

山
口
祥
義 

知
事
は
奇
し
く
も
こ
の

１
月
、
労
福
協
で
の
年
頭
あ
い
さ
つ

の
中
で
、「
『
ウ
ソ
は
必
要
な
い
』
と

部
下
に
言
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
さ

ら
に
「
本
当
の
情
報
を
集
め
て
仕
事

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
忖
度
や
、

整
え
ら
れ
た
デ
ー
タ
で
は
い
け
な
い
」

と
続
け
ま
し
た
。 

  

教
職
員
の
労
働
時
間
が
制
度
と
実

態
の
間
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
中
で
、

「
本
当
の
窮
状
」
を
明
ら
か
に
し
、

雇
用
主
で
あ
る
任
命
権
者(

県
教
委)

に
労
働
環
境
の
改
善
を
求
め
、
県
と

国
に
必
要
な
措
置
を
強
く
働
き
か
け

さ
せ
る
こ
と
が
絶
対
に
必
要
で
す
。 

全
教
生
活
権
利
討
論
集
会 

～
全
教
弁
護
団 

講
演 

【
や
っ
ぱ
り
で
き
な
い
変
形
労
働
時
間
制
】 

労働時間記録を

短く修正しても

いいのですか？ 

・
労
働
時
間
と
は
何
か 

 

作
業
場
の
時
間
、
ま
た
は
使
用
者

の
明
示
的
・
黙
示
的
な
指
示
に
よ
り

従
事
す
る
時
間
。
イ
コ
ー
ル
、
自
発

的
な
残
業
も
「
労
働
時
間
」
で
あ
る
。 

・
労
働
時
間
規
制
の
原
則 

 

週
40
時
間
を
超
え
る
と
使
用
者
の

「
犯
罪
」
に
な
る
原
則
。 

 

割
増
賃
金(

残
業
手
当)

は
時
間
外

労
働
を
規
制
す
る
た
め
の
労
働
者
補

償
で
あ
り
、「
週
40
時
間
」
を
守
る
。 

※
賃
金
は
週
40
時
間
の
労
働
で
生
活

が
成
り
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

「
変
形
労
働
時
間
制
」
は
、 

時
間
規
制
の
制
度 

 

労
働
時
間
を
増
や
す
も
の
で
も
減

ら
す
も
の
で
も
な
く
、
使
用
者
や
現

場
責
任
者(

校
長)

に
は
重
責
が
課
せ

ら
れ
る
。
計
画
は
事
業
所
単
位
で
あ

り
、
教
育
に
お
い
て
は
学
校
単
位
。 

(

個
人
計
画
で
は
無
い) 

 

時
間
規
制
が
強
く
、
例
え
ば
朝
の

立
ち
番
指
導
を
行
う
と
違
反
に
な
る
。 

●
学
校
現
場
で
実
施
で
き
な
い
理
由 

 

そ
も
そ
も
労
務
管
理
者
が
一
人
必

要
な
ほ
ど
の
仕
事
量
で
あ
り
、
管
理

職
は
責
任
を
も
っ
て
様
々
な
こ
と
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

(

変
形
全
体
例)

労
働
日
・
休
日
・
始

業
・
終
業
を
事
前
に
特
定
す
る
義
務
、

具
体
的
勤
務
シ
フ
ト
を
事
前
に
作
成 

す
る
義
務
…
…
等
。 

(

１
年
間
の
変
形
の
例)

１
年
間
の
期

間
・
計
画
の
事
前
作
成
の
義
務
、
１

日
10
時
間
以
内
、
週
52
時
間
以
内
、

連
続
６
日
勤
務
ま
で
な
ど
の
規
則
、 

こ
れ
ら
を
点
検
す
る
業
務
…
…
等 

  
業
務
は
管
理
職
に
義
務
付
け
ら
れ

る
他
、
厳
密
に
「
業
務
の
都
合
に
よ

っ
て
労
働
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
は

該
当
し
な
い
」
と
さ
れ
、
順
延
が
あ

り
得
る
学
校
祭
、
修
学
旅
行
な
ど
の

時
期
は
「
適
用
す
る
余
地
は
無
い
」

と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。 

※
「
実
施
中
の
労
働
時
間
の
変
更
は

で
き
な
い
、
変
形
期
間
中
に
制
度
内

容
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
い
う
規
則
に
よ
り
、「
違
反
し
た
り

し
た
場
合
、
一
年
分
の
変
形
が
無
効
」

に
な
り
ま
す
。 

  

全
教
弁
護
団
に
よ
れ
ば
、「
変
形
制

度
の
労
働
時
間
規
制
は
む
し
ろ
大
変

厳
し
い
も
の
で
あ
り
、
学
校
現
場
で

到
底
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」

と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
こ
の
制
度
に
は
文
科
省
の
言

う
「
休
み
の
ま
と
め
取
り
」
を
補
償

す
る
仕
組
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
の
問
題
は
休
暇
制
度
が
あ
っ
て
も

休
め
な
い
こ
と
で
す
。
実
労
働
時
間

を
減
ら
す
取
り
組
み
を
求
め
ま
す
。 

 

全
国
学
習
交
流
集
会 

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｅ
！
に
２
名 

青
年
部 

２
月
１
日(

土)

～
２
日(

日)

、

東
京
の
全
教
会
館
に
て
開
催
さ
れ

る
青
年
部
の
学
習
交
流
集
会
「
Ｔ

Ａ
Ｎ
Ｅ
！
」
に
、
佐
賀
高
教
組
よ

り
２
名
が
参
加
し
ま
す
。 

高
教
組
新
聞
や
、
青
年
部
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
を
通
じ
た
告
知
を

見
て
、
参
加
を
希
望
し
ま
し
た
。 

多
く
の
こ
と
を
学
び
、
交
流
し

て
き
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。 
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原
水
協
（
佐
賀
） 

1
月
22
日(

水)

＠
高
教
組 

 

年
明
け
最
初
の
理
事
会
の
後
、

参
加
者
全
員
で
準
備
を
し
て
、
開

催
し
ま
し
た
。 

鍋
を
囲
ん
で
語
り
合
い
な
が
ら
、

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
を
築

く
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

 

県
労
連
の
加
盟
団

体
と
、「
く
ら
し
を
守

る
共
同
行
動
」の
合
同

で
開
催
し
ま
し
た
。 

県
労
連
は
当
日
午

後
の
評
議
委
員
会
に

引
き
続
き
の
参
加
と

な
り
、
参
加
者
多
数
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

◎
【
お
ね
が
い(

再
掲)

】
SEI
ネ
ッ
ト
更
新
後
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
把
握
す
る
た
め
、
本
部
に
メ
ー
ル
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
（
分
会
名
と
お
名
前
の
み
の
記
載
で
OK
で
す
）。 

【
２
０
１
９
年
12
月
７
日(

土)

】 

１ 

開
会
と
部
長
あ
い
さ
つ 

山
口 
忠
次 

現
業
部 

部
長 

２ 

開
催
県
組
織
あ
い
さ
つ 

永
尾 

実 
執
行
委
員
長 

３ 

全
教
共
済
学
習 

４ 

学
習
・
討
論
会 

＊
参
加
者
自
己
紹
介 

①
基
調
報
告 

元
全
教
現
業
部
長 

栗
原
儀
幸
さ
ん 

②
勤
務
労
働
条
件
に
つ
い
て 

「
全
教
現
業
職
員
部
実
態
調
査
」 

に
つ
い
て 

③
討
論
の
ま
と
め 山

口 

忠
次 

部
長 

５ 

閉
会
式 

６ 

次
回
開
催
県
組
織
あ
い
さ
つ 長

崎
県 

７ 

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー 山

口
忠
次 

部
長 

県労連＆くらしを守る 

1 月 18 日(土)＠教育会館 

中四九ブロック各県から９名、佐賀 21 名の 

合計 30名が参加（於 高教組会議室） 

各フロアのテナント（学校用

品・学校生協・弘済会・佐教

組・高教組・教職員共済など）

が一堂に会した（１F会議室） 

鍋を囲んで、ささやかながら 

和気あいあいと(４F 会議室) 

山口忠次部長（中央）のかけ声による「団結ガンバロー」 

教
育
会
館
テ
ナ
ン
ト 

1
月
10
日(

金)

＠
教
育
会
館 

 

教
育
会
館
に
入
居
し
て
い
る
事

業
者
・
組
合
等
９
つ
の
団
体
が
集

ま
り
ま
し
た
。 

参
加
者
の
自
己
紹
介
に
つ
づ
い

て
、
各
団
体
が
課
題
や
今
年
の
抱

負
を
発
表
し
ま
し
た
。 

普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
忙
し
く
、
ビ

ル
内
で
顔
を
合
わ
せ
て
も
あ
い
さ

つ
程
度
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
じ
っ

く
り
話
す
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。 

締めは「団結ガンバロー！」 

【
２
０
２
０
新
春 

旗
び
ら
き
特
集
】 

県
労
連
・
教
育
会
館
・
原
水
協 

各
団
体
よ
り
、
今
年
と

く
に
力
を
入
れ
た
い

活
動
に
つ
い
て
決
意

表
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

高
教
組
か
ら
は
、

「
変
形
時
間
労
働
制

の
条
例
化
反
対
」
へ
の

理
解
と
協
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。 

【
旗
び
ら
き
】 

組
合
の
年
初
め
の
顔
合
わ
せ
会(

新
年

会)

の
こ
と
。年
末
に
納
め
た
組
合
旗(

旗

納
め)

を
開
く
こ
と
か
ら
こ
う
呼
ぶ
。 

☆参加募集☆ 障教部 第 36 回 合同学習会 

「障害のあるなしにかかわらず、ともに 

暮らしやすい佐賀県をつくる条例」について 
日時： ３月８日（日）１４:00～１６：00 

場所： アバンセ ４階 第一研修室Ａ 

内容： 佐賀県出前講座・情報交換会 ほか 
障害者（児）の生活と権利を守る佐賀県連絡協（障佐協）、 

全国障害者問題研究会佐賀支部（全障研）、佐教組、佐高組 

の４団体が合同で開催している学習会です。 

☆ご案内☆ 養教部 春の学習会 
「ＹＯＧＡ」で、ココロと 

カラダをリフレッシュ！ 
講師： 重松寛道氏 

（YOGA STUDIO CALM代表） 

日時： ３月７日(土)１０:00～１３:00 

場所： アバンセ ３階 和室 

内容： ＹＯＧＡ講座・昼食交流会 ほか 

【
報
告
】
現
業
部 

中
四
九
ブ
ロ
ッ
ク
学
習
交
流
集
会
in
佐
賀 
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詳しくは佐高教共済会へ 

   共済

直通（0952） 30-0885【担当：古川】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇◆◇ 特 集 ◇◆◇ 

「Society 5.0」に向けた「教育」って？ 
最近、「Society 5.0」という言葉をよく聞きます。 

それは、1.0 狩猟、2.0 農耕、3.0 工業、4.0 情報化に続き、 

AI が発達して様々な社会的課題を解決してくれる 

「人間中心の社会」なのだそうです。 

 経産省と文科省は競い合うようにしながら、 

 「Society 5.0 に向けた教育」のビジョンを打ち出しています。 

その中心は、「公正に個別最適化された学び」。 

 学校では、そのための ICT環境の整備と民間産業の参入が 

 かつてない勢いで進行しています。 

こうした動きは、学校と教育のあり方を 

 どのように変えようとしているのでしょうか。 

 学びの質や子どもの成長・発達は、どうなるのでしょうか。 

 本特集は、「Society 5.0」に向けた「教育」について、 

その実態とねらいを明らかにするとともに、 

 子どもの成長・発達を保障するために 

 どう立ち向かっていったらよいのか、考える一助となりたい。 

♥
佐
高
教
組
顧
問
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

随
時
受
付
中
！(

同
一
案
件
で
も
何
度
で
も
無
料
。
佐
賀
中
央
法
律
事
務
所 

℡
０
９
５
２-

２
５-

３
１
２
１) 

安心・安全の頼れるスタッフ！ 

組合員のための自動車保険 

 佐高教自動車共済   

佐高教共済会 0952-30-0885 
[鳥栖・佐城地区]ライフネクスト(0952-28-7131) 
・担当：池田・井上・立石 
[唐津･伊万里地区]ライフマスター(0955-77-4731) 

・担当：松岡・大塚・早田 

 

月刊 
 

最新 

2020 年 

２月号 
 

各分会  

1 冊ずつ 

配布☆ 
 

定期購読 

のすすめ 
 

【個人購読は 500 円／月 申込は本部まで】 

２
０
２
０
年
の
走
り
初
め
、
有
工
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
走
り
ま
し
た
。
コ
ー
ス
の
伊
万
里
湾
大
橋

は
と
て
も
い
い
景
色
で
す
。
先
に
行
く
ナ
イ
キ
の

厚
底
シ
ュ
ー
ズ
の
人
を
抜
き
去
っ
て
ド
ヤ
顔
に
な

っ
て
た
か
な
ぁ
。
ペ
ー
ス
は
一
定
に
、
予
想
に
近

い
１
時
間
27
分
で
ゴ
ー
ル
。
大
会
運
営
に
携
わ
ら

れ
た
高
校
生
や
先
生
方
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に

感
謝
で
す
。 

(

本
部
・
書
記 

田
中
龍
一
郎

さ 

 

ん) 

有
田
工
業(

定
時)

分
会
＆
本
部 

ス
ポ
ー
ツ
・健
康
増
進
活
動 伊万里 

ハーフマラソン 

2020年1月13日（祝） 

参加3837名(全部門合計) 

☆参加募集☆ 障教部 中四九ﾌﾞﾛｯｸ 
障害児学校＆学級学習交流集会 in北九州 

「みんなで学んで つながって 

笑顔でつくろう 障害児教育の未来」 
日時： ２月１５日（土）14:00～17：00 

    ２月１６日（日）９：30～12：00 

場所： 北九州市立大学 北方キャンパス 

内容： 講演「保護者とのいい関係」楠凡之さん 

   夕食交流会 ・ 各分科会 ほか 

興味があれば、どなたでも参加ＯＫです！！ 
交通費・参加費補助あり 部分参加も可 

他社からの割引等級引継ぎ 

 今からの時期、免許を取得する子供さんや、

新しく自動車を購入する方が増えてくると思い

ます。 

 自動車保険には年齢条件や、運転する方を 

限定したりと設定が様々です。 

 お子様が自動車を購入する際など、 

是非ご相談下さい。 

損をしない保険のかけかた 

知らないと損をする恐れが！ 

契約条件の見直し、いつでも 

ご相談承ります。 

 

 

！定年退職・早期退職の方へ 

諸々の手続きが必要です。 

退職者対象の個別相談会を 

開催しています。 

（2月14日まで） 

お気軽・お早目にお問合せを 

お願いいたします。 

 

今号に同封しています。 

２月末〆切の募集あり。 

必ずご一読ください！ 

★2020 年版 ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄのご案内★ 


